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1．はじめに

　学習場面において、意欲的行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたちが存

在する。これらの子どもたちは、どのような行動を意欲的行動と捉えているのだろうか。いか

なる子どもたちも意欲的行動で学習場面に取り組むことができるように働きかけることは、学

校教育での重要な課題ではなかろうか。しかし、鈴木・齋藤（1996年）によると、

　　新しい学力観の中に「意欲」の評価項目が入ってきているにも関わらず、客観的な指標が

　なく、指導者側の共通な考え方が必要である1）

と指摘している。また、鈴木・齋藤（1996年）では、

　　「意欲」が、心理学では、扱い得ない複合的な概念であるたあ、これまで必ずしも明確に

　されず、教育現場においても客観的な指標がない。2）

ことを指摘しており、「意欲」の客観的な指標の必要性を感じる。

　しかし、これらの子どもたちが存在する現状から考えると、意欲的行動に欠ける子どもたち

は、どのような行動を意欲的であると捉えているのか、意欲的行動で取り組む子どもたちは、

どのような行動を意欲的であると捉えているのか、また、教師の考える意欲的行動とはどのよ

うな行動なのかを明確にすることの方が、より具体的な「意欲」の指標になり得るのではない

かと考える。そこで、意欲的行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたち及び

教師の意欲的行動の捉え方の相違を明らかにしたい。そのことは、子どもたち両者及び教師の

意欲的行動に対する意識が、相互的な方向に向かい、いかなる子どもたちも意欲的行動で学習

場面に取り組むことができるようになる指標になり得るのではないかと考える。
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2．研究方法

（1）研究の意図と方法

　意欲的行動の捉え方を検討した鈴木・齋藤（1996年）では、成績上位群と下位群の児童、生

徒と教師の間の「意欲的であること」の評価の相違点を検討し、成績が上位であると評価した

児童、生徒は意欲的行動に対して、教師と近い捉え方をしており、一方、教師からの働きかけ

や賞賛を必要とする成績が下位であると評価した児童、生徒は、教師と少し違うことを「意欲

的である」と捉えていることを報告している。しかし、藤沢（1999年）によると、子どもたち

の学習には、本来の設置目的を忠実に守りながら、目標達成行動を実施する正統派の学習をお

こなう者と、目標達成されたかにっいて、すべてが点検され得ないという限界から、点検箇所

のみ合格するように処理し、点検しない箇所にっいては、目標達成の行動をとらないか、また

はいい加減におこない、良い成績をとる者がいることを指摘しており、意欲的行動をどのよう

に捉えているかを検討する場合、成績の自己評価という達成後の判断よりも心理的側面で捉え

ていく必要があるのではないかと考える。また、藤田（1987年）によると、

　　われわれ人間には、「やりたいこと」、「やるべきこと」があり、自分がやる気になれば、そ

　れをどの程度できるか、その結果がどうなるかにっいて一応の見通しをもっている。この

見通しが実はわれわれの行動のしかたに大きな影響を及ぼしているのである3）

と述べていることから、本研究では、成績の自己評価という達成後の判断ではなく、心理的側

面から、意欲的行動の捉え方を検討する。

　ところで、学習場面での意欲的行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたち

との意欲的行動の捉え方を心理的側面から検討する場合、どのような概念をもとに検討してい

くかが問題である。『達成動機の理論と展開』（1995年刊）において、

　　日常経験からも容易に推測できるように、人は「為せば成る」とわかっている状況でもし

　ばしば適切に行動できない。たとえば、勉強すれば成績が上がることはわかっているが、ど

　うも勉強が手に着かない、という子どもたちがいる。そんな子どもたちのいくらかは、「何

　を為すべきかはよくわかっているが、どうも自分にはそれがうまくできそうにない」ので手

　が出ないのである。これは、「為せば成る」を信じているかどうかという行動と結果の随伴

　生認知の問題ではなく、必要な行動を自分が適切に遂行できるかという、いわば行動の遂行

　可能性に関する問題である。バンデュラ（Bandura，　A．）の自己効力（self－efficacy）は、この

　行動の遂行可能性の認知に焦点をあてた概念である。4）

と述べられていることなどから考えて、本研究では、自己効力の概念をもとに、心理的側面か

ら意欲的行動の捉え方を検討したい。

　自己効力（self－efficacy）とは、達成動機づけの分野で、　Bandura，　A．（1977年）により概念

化されたもので、期待の行動予測性、遂行可能性を扱い、所与の行動がある結果に至るであろ

うという自己の査定に加え、その結果に必要な行動を自己が成功裏に実行できるという個人に
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よって知覚された確信であり、努力の程度にも関係するというものである。

　また、藤田（1987年）によると、

　　自己効力とは、ある結果を得るために自分が発揮しうると考えた力であり、具体的には

　「自分ならばどれだけできるか」という期待や自信によって表されるものである。ある課題に

　ついて、こうした自己効力が低い場合は人はその課題に不安をもち、それを避けようとする

　が、自己効力の高い人は積極的に課題に取り組み持続性があり、やる気があってそこからな

　んらかの成果を引き出すのである。こうした積極的な活動を通して望ましい結果が得られる

　ようになると、さらに自信がつき、自己効力を高め、課題においては完全習得の域に達する

　のである。っまり、やる気のある人というのは、いろいろな課題にっいて自己効力の高い人

　であり、また、常にそうした自己効力を高めている人である。5）

と述べている。

　Condiotte，　M．　M．，＆Lichtenstein，　E．（1981年）、　Diclemente，　C．　C．（1981年）、　Mclntyre　et

al．，（1983年）、　Bandura，　A．，　Reese，　L．，＆Adams，　N．　E．（1982年）などの研究では、自己効

力がその後の行動予測性、遂行可能性を実証しており、自己効力の高低が後の行動や遂行を予

測することを明らかにしている。っまり、目的に向かって自己が努力したり、それをやり遂げ

られるであろうという確信がなければ、行動には結びっかず、また、自己効力の高低により後

の行動をやり遂げられるかどうかの予測がっくというのである。

　また、Bandura，　A．の概念に基づき、教育場面や学習場面での自己効力を扱った研究も多い

（Schunk　1982年、1983年a・b・c、　1984年、藤生1991年、玄1993年、伊藤1996年、松田・鈴

木1988年、1990年、鈴木・姜・鈴木1992年、鈴木1993年）。

　これらのことから、意欲的行動と自己効力とは密接な関係にあり、学習場面における意欲的

行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたちの相違には、この自己効力の高低

が影響しているのではないかと考える。そこで、本研究では、自己効力の高低をもとに、これ

らの子どもたちを分類し、鈴木・齋藤（1996年）の研究を踏まえ、学習場面のどのような行動

を意欲的行動として捉えているかの相違及び教師と子どもたち両者との相違を検討したい。ま

た、本研究では、自己効力の高低をはかる尺度として先の松田・鈴木らの一連の研究で用いら

れた自己効力感尺度を一部改編して用いる。松田・鈴木らの一連の研究の児童、生徒の学習場

面における自己効力の4年間の縦断的調査等において、小学4年生から5年生にかけて自己効

力が急激に低下したのを受け、小学校から中学校に再度急激に低下することを報告している。

これを踏まえ、本研究では、横断的ではあるが、自己効力の発達的変化をも検討したい。

　また、「意欲」が、心理学では、扱い得ない複合的な概念であるため、明確な定義はないが、

本研究において、「意欲」を取り扱うにあたり、本研究なりの意欲の定義をする必要がある。

『教育心理学辞典』（1989年刊）では、意欲を

　　目標に向かう行動を生じさせ、成功をかち得るための努力をさせる精神的な力、または意
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志活動への積極的な構え。明確に定義された語ではなく、欲求、動機、意志、興味、関心な

　どを含んだ言葉である6）

としており、また、鈴木・齋藤（1996年）では、研究の中で、

　目標に到達するために必要な自主性、協調性、集中力、根気などが複雑に絡み合った概念7）

として扱っている。これらを受けて、本研究では、意欲を「目標に価値を置き、達成するため

に必要な自主性、協調性、集中力、根気などが積極的に絡み合った概念」と定義する。

②　仮説

仮説1：自己効力の発達的変化は、松田・鈴木の一連の研究（松田・鈴木1988年、1990年、鈴木・

　　　　姜・鈴木1992年、鈴木1993年）における、4年生から5年生にかけて急激に低下し、

　　　　小学校から中学校に再度急激に低下するという結果を受け、学年が上がるにつれて低

　　　　下するのではないか。それは、4年生と他の学年との間で特に顕著に表れるのではな

　　　　いか。

仮説2：自己効力の概念及び自己効力を扱った研究等から、自己効力と意欲的行動は密接な関

　　　　係にあると考えられ、自己効力の高い群は低い群に比べ、意欲の定義にあるようなよ

　　　　り意欲的な行動を積極的に捉え、両者の意欲的行動の捉え方に相違が表れるのではな

　　　　いか。

仮説3：鈴木・齋藤（1996年）の意欲的行動の捉え方の研究において、成績が上位であると自

　　　　己評価した児童生徒が教師と近い捉え方をし、下位であると自己評価した児童生徒が

　　　　少し違う行動を意欲的であると捉えた結果を報告している。鈴木・齋藤の研究では、

　　　　自己評価を分類の指標に用い、本研究では、自己効力の高低を分類の指標に用いると

　　　　いう方法上の違いはあるが、鈴木・齋藤の研究を踏まえ、自己効力の高い群より、低

　　　　い群の方が教師と違う行動を意欲的であると捉えるのではないか。

（3）調査対象

　小学校4年生205名（男子120名、女子85名）、小学校5年生258名（男子113名、女子145名）、

小学校6年生224名（男子103名、女子121名）、教師24名、計711名。

（4）調査期日

　予備調査は、平成10年11月初旬、本調査は、平成11年1月16日～1月27日におこなった。

⑤　調査手続

　児童は、教室で担任教師により質問紙が配布され、教師の口頭により質問が読まれ、集団で

一斉に実施された。教師には、あき時間に記入してもらった。

（6）質問紙

　自己効力（鈴木1993年）ネガティブ8項目、ポジティブ8項目、計16項目及び意欲的行動

（鈴木・齋藤1996年）34項目を一部改編して作成（予備調査時に、児童15人及び教師にその内

容並びに時間を吟味してもらいそれをもとに改編）した。
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（7）調査内容と方法

　回収率は97．8％で、有効回答率は94．2％であった。児童には、自己効力、意欲的行動とも

に4件法で回答してもらい、自己効力のポジディブでは、t’本当にそのとおりだと思う”に4点、

”だいたいそのとおりだと思う”に3点、’t少し違う”に2点、te本当に違う”に1点を与え、ネガ

ティブでは、tt本当にそのとおりだと思う”に1点、　ttだいたいそのとおりだと思う”に2点、「T

少し違う”に3点、tt本当に違う”に4点を与え点数化（16～64点）し、低群、中群、高群の3

群に分類した。意欲的行動では、”とてもやる気のある行動だと思う”に4点、”だいたいやる

気のある行動だと思うttに3点、”やる気のある行動と少し違う”に2点、”やる気のある行動と

まったく違うtt　’に1点を与え点数化（34～136点）した。教師は、意欲的行動のみに回答しても

らった。

⑧　分析方法

　低群、中群、高群の分類は、自己効力の値を点数化し、度数分布をもとにおおよそ同数くら

いになるように、．低群242名、中群271名、高群174名の3群に分類した。意欲的行動は、因子分

析（主因子解、バリマックス回転）をし、．300以上を基準に3因子を抽出した。意欲的行動の低

群、中群、高群の比較及び、低群、中群、高群と教師との比較、自己効力の学年差は、分散分

析をおこない、有意差のあったものに対して、対比較としてScheffeの多重比較をおこなった。

自己効力の性差、意欲的行動の性差及び意欲的行動の低群と高群の比較は、t検定をおこなっ

た。

3．結果と考察

（1）　3群の分類

　低群、中群、高群の分類は、自己効力16項目をもとに点数化（16～64点）し度数分布で、

おおよそ同数くらいになるように、16点以上40点以下

を低群（242名）、41点以上48点以下を中群（271名）、

49点以上64点以下を高群（174名）とした（図1参照）。　250

②　3因子の抽出

　結果を考察していくうえで、意欲的行動のおおまか

な行動を求めるために意欲的行動34項目を因子分析　150

（主因子解、バリマックス回転）し、．300以上を基準に

3因子を抽出した結果が表1である。

　3因子にまとめられ、第1因子は、Q33「本を上手

に読む」Q29「何でもよく知っている」Q12「時間を守

る」に見られるように、規律的なよい子像を表すもの

と考えられ「規律的」、第H因子は、Q3「進んで勉強す

16・40点　41－48点49－64点

図1　低群、中群、高群の分類
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表1　意欲的行動34項目の因子分析

項目内容 第咽子 第姻子 第姻子

Q33
本を上手に読む 。6903

Q29
何でもよく知っている ．6134

Ql2
時間を守る ．5981

Q2且
姿勢がよい ．5875

Q23
準備や後かたづけをきちんとする ．5778

Qi4
本をよく読む ．5759

Q16
忘れ物をしない ．5756

Q11
休まず出席する ．5518

Ql7
よそ見をしない ，5354

Q31 てきぱきやるという働 ．5073

Ql9
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?ﾁた時、すぐにこたえる

，4396

QlO みんなをまとめる ．4331 ．4102

Q20 ノートをしっかりりまとめる ．4325

Q13 雄に負けないでがんばる ．3747

Q26
いろいろなことに疑問をもっ ．4246

Q3
進んで勉強する ．6176

Q2 姓の讃しんけんに聞く ．6012

Q6
予習復習をしっかりやる ．5552

Ql5
勉強に関係することを進んで調べる ．5411

Q1
よく発言する ．5319・

Q7
手をよくあげる ．5128

Q18
質問をよく聞き、こたえる ．4866

Q4
意見をしっかりのべる ．4825

Q9
集中してやる ．4652

Q8 わかるまで頑張る ．4266

Q5
放課後でも勉強する ．3737

Q32 できなくても鍍も挑戦する 一．5994

Q30
あきらめないで最後まで頑張る ．3752 一．5807

Q27 つのことにねばり強く励組む 一．5170

Q28
自分の考えをまとめる ．4249 一．4734

Q22
大事なところをメモしてまとめる 一．4060

Q34
わからないところは先生に聞く 一．3818

Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに臆をする

一．3777

Q25　，
間違えたところをやりなおす ．3519 一．3593
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る」Q2「先生の話をしんけんに聞く」Q6「予習復習をしっかりやる」に見られるように、自ら

進んで行動する姿勢を表すものと考えられ「積極的」、第皿因子は、Q32「できなくても何度

も挑戦する」Q30「あきらめないで最後まで頑張る」Q27「一っのことに粘り強く取り組む」に

見られるように、物事をあきらめず成し遂げようとする姿勢を表すものと考えられ「粘り強さ」

と命名した。抽出されたこの3因子は、意欲の定義から考えると、第1因子の「規律的」より

第皿因子の「積極的」、第II因子の「積極的」より第皿因子の「粘り強さ」に意欲的要素が強

く表れていると思われる。また、第1因子「規律的」にまとめられたQ10「みんなをまとめ

る」及び第皿因子「粘り強さ」にまとめられたQ30「あきらめないで最後まで頑張る」は第

皿因子の「積極的」要素も含み、第皿因子「粘り強さ」にまとめられたQ28「自分の考えを

まとめる」、Q25「間違えたところをやりなおす」は第皿因子の「規律的」要素も含むものと

考えられる。

（3）自己効力の学年差

　自己効力の各項目の平均とSD及び学年差は表2を参照。Q1「難iしい問題でも、自分で参

考書を調べたり、先生に聞いたりして、たいていとくことができる」Q2「呼んだ本や聞いた

話の内容を理解して、人にきちんと伝えることができる」Q5「苦手や不得意の科目はなく、

たいていの科目はきちんと勉強できる」Q6「テストの時など、たいてい、ゆとりをもってど

んどん問題をとくことができる」Q7「勉強で覚えなければいけないことは、きちんと覚える

ことができる」Q12「一度読んでわからなくても、何度か読み返せば、必ずわかるようにな

る」Q15「勉強というものは、すればするほど、良い結果がでてくるので、やりがいがある」

Q16「勉強したことが、将来、きっと何かの役に立っと信じている」の項目は、自己効力の

ポジティブな面をたずね、Q3「大切なテストを受ける時は、失敗しそうな気がする」Q4

「いくら勉強を頑張っても、いい結果がでないので、やる気をなくしている」Q8「勉強のこ

とで、理解が遅いと思うことがある」Q9「授業中に問題をあてられて、答えられなくて困る

ことがある」Q10「いろいろ勉強で頑張っているけども、その結果がなかなか表れない」Q11

「問題が少し難しくなると、「もうだめだ」という気持ちになる」Q13「授業中、あてられて

も、先生の質問に上手く答えられる自信がない」Q14「今までの勉強のやり方で上手くいか

ないと、すぐあきらめてしまう」の項目は、自己効力のネガティブな面をたずねたものである。

ポジティブ項目では、．”本当にそう思うItに4点を与えているが、ネガティブ項目では、1点を

与えていることから、平均点が高いほど、自己効力が高くなる。

　自己効力の発達的変化を明らかにするために分散分析した結果から、Q3「大切なテストを

受ける時は、失敗しそうな気がする」Q13「授業中、あてられても、先生の質問に上手く答

えられる自信がない」に4年＞6年、Q16「勉強したことが、将来、きっと何かの役に立っ

と信じている」に4年＞5年、4年＞6年の関係で相違が表れた。相違が表れた項目は少ない

が、4年生は他の学年より自己効力が高い結果となった。

　4年生と6年生との間に4年生の方が6年生より自己効力が高いという項目が若干多かった
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表2　自己効力の平均とSD及び学年差

項目内容
　～ｽ均SD

全
体 4年生 5牲 6年生 学年差

平均 2，783 2，854 2，721 2，790Q1：難しい問題でも、自分で参考書を調べたり、先生

ﾉ聞いたりして、たいていとくことができる SD 0，725 0，690 0，772 0，692

ヰ均 2，751 2，707 2，748 2，795Q2：読んだ本や聞いた話の内容を理解して、人にき

ｿんと伝えることができる SD 0，750 0，822 0，712 0，721

平均 2234 2，361 2252 2ρ98 4年脾Q3：大切なテストを受ける時は、失敗しそうな気が

ｷる SD 0，934 0，946 0，941 0，896

平均 2，994 霧976 2，961 3，049Q4：いくら勉強を頑張っても、いい結果がでなし｝の

ﾅ、やる気をなくしている SD 0，829
0，846腎 0，857 0，775

平均 2，429 霧541 2，376 2，388Q5：苦手や不得意の科目はなく、たいていの科目は

ｫちんと勉強できる SD 0，767 01742 0，794 0，748

平均 2，741 2，737 2，705 2，786Q6：テストの時など、たいてい、ゆとりをもってど

�ﾇん問題をとくことができる SD 0，780 0，738 0，830 0，755

平均 2，811 2，771 2，826 2，830Q7：勉強で覚えなければいけないことは、きちんと

oえることができる SD 0，727 0，791 0，740 0，646

Q8：勉強のことで、理解が遅いと思うととがある 平均 2，396 2，512 2，345 2，348

SD 0，865 0，870 0，881 0β31

平均 2，482 2，517 2，543 2β79Q9：授業中に問題をあてられて、答えられなくて困

驍ｱとがある SD 0，920 0，919 0，902 0，932

平均 2，681 2，678 2，702 2，661QIO：いろいろ勉強で頑張っているけども、その結果

ｪなかなか現れない SD 0，846 0，834 0，863 0，835

平均 2，750 2，771 2，767 2，710QII：問題が少し難しくなると、　rもうだめだ」という

C持ちになる SD 0，910 0，953 0，898 0，882

平均 3，163 3，151 3，217 3，112Ql2：一度読んでわからなくても、何度か読み返せば、

Kずわかるようになる SD 0，805 0，809 0，826 0，774

平均 2，278 2，449 2，264 2，138
1年＞1年・

Q13：授業中、あてられても、先生の質問に上手く答

ｦられる自信がない SD 0，922 0，863 0，915 0，956

平均 島910 2，873 2，942 2，906Q14：今までの勉強のやり方で上手くいかないと、す

ｮにあきらめてしまう SD 0，817 0，852 0，854 0，735

平均 2，854 2，971 2，802 2，808Ql5：勉強というものは、すればするほど、良い結果

ｪでてくるので、やりがいがある SD 0，837 0，855 0，865 0，776

平均 3，208 3，400 3，171 3，076Q16：勉強したことが、将来、きつと何かの役に立つ

ﾆ信じている SD 0，861 0，812 0，941 0，773

1年＞5年・

S年＞1年・

ホ’シ’ティフ’ Cネカ’ティフ’項目に関係なく不等号の向きで自己効力の高低を表す ，，P〈．01　，P〈．05
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ことから、自己効力は、学年が上がるにっれて、低下する傾向があり、4年生をピークに5年

生頃から低下していき6年生ではかなり低下するのではないかということが考えられる。これ

は、松田・鈴木らの一連の研究及び仮説1を支持する結果となった。松田・鈴木（1990年）に

よると、この変化は、年齢が増加するにっれ、幼児期の全能感が低下していき、また4年生か

ら5年生にかけては、塾に通う割合が急増したり他者から評価される機会が増えて、それまで

の評価が修正に迫られるからではないかと考察している。

　（4）－1　低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方の比較

　意欲的行動の捉え方の各項目の平均とSDは表3－1を参照。意欲的行動の捉え方の平均と

SDは、低群より中群、中群より高群と自己効力が高い群になるに従い、値も高くなっている。

　また、自己効力の高さをもとに分類した低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方の比較を明

らかにするために分散分析した結果が表3－2である。4年生、5年生、6年生を合わせた第

1因子「規律的」のQ10「みんなをまとめる」Q17「よそ見をしない」に低群く中群、低群く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t高群、Q12「時間を守る」Q33「本を上手に読む」に低群く中群、　Q　26「いろいろなことに疑

問をもつ」Q19「先生から子どもたちに何らかの働きかけがあった時、すぐにこたえる」に低

群く高群の関係で相違が表れ、第11因子「積極的」のQ1「よく発言する」Q2「先生の話をし

んけんに聞く」Q3「進んで勉強する」Q4「意見をしっかりのべる」Q5「放課後でも勉強

する」Q6「予習復習をしっかりやる」Q7「手をよくあげる」Q9「集中してやる」Q15

「勉強に関係することを進んで調べる」Q18「質問をよく聞き、こたえる」に低群く中群、低

群く高群、Q8「わかるまで頑張る」に低群く中群の関係で相違が表れ、第皿因子「粘り強さ」

のQ22「大事なところをメモしてまとめる」Q27「一つのことにねばり強く取り組む」Q28

「自分の考えをまとめる」Q30「あきらあないで最後まで頑張る」Q32「できなくても何度も

挑戦する」Q34「わからないところは先生に聞く」に低群く中群、低群く高群、　Q　24「先生

が説明をしている時、みんなが騒がしくしていたらみんなに注意をする」Q25「間違えたと

ころをやりなおす」に低群く高群の関係で相違が表れた。

　4年生では、第1因子「規律的」のQ19、　Q　21「姿勢がよい」に低群く中群、低群く高群、

Q10に低群く高群、第皿因子「積極的」のQ1、Q2、Q3、Q4、Q6、Q7、Qg、Q15に

低群く中群、低群く高群、Q5、　Q　8に低群く中群、　Q　18に低群く高群、第III因子「粘り強さ」

のQ24、　Q　27、　Q　28、　Q　30、　Q　32に低群く中群、低群く高群、　Q　25、　Q34に低群く高群の関

係で相違が表れた。

　5年生では、第1因子「規律的」のQ10、　Q　19、　Q　26に低群く中群、低群く高群、　Q17に低

群く中群、Q14「本をよく読む」Q20「ノートをしかっりまとある」に低群く高群、第皿因

子「積極的」のQ1、Q2、Q3、Q4、Q6、Q7、Qg、Q15、Q18に低群く中群、低群く

高群、第皿因子「粘り強さ」Q22、　Q27、　Q28、　Q30、　Q32に低群く中群、低群く高群、　Q24、

Q25、　Q34に低群く高群の関係で相違が表れた。
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　6年生では、第皿因子「粘り強さ」のQ32に低群く中群、低群く高群、　Q30に低群く高群の

関係で相違は表れたが、第1因子「規律的」、第皿因子「積極的」では相違は表れなかった。

　表3－1の意欲的行動の捉え方の平均とSDにおいて、低群より中群、中群より高群と自己

効力が高い群になるに従い値も高くなっている結果や、分散分析の結果から考えると、低群に

比べ、中群、高群の方が意欲的行動に対し、より意欲的であると捉える傾向があるのではない

か。これは、自己効力が、意欲的行動の捉え方と密接に関係するのではないかという仮説2を

支持するものと考えられる。

表3－1　意欲的行動の捉え方の平均とSD

因子 番号 項目内容 平
均
S
D

低群

S体

中群

S体

高群

S体

低群

S年

中群

S年

高群

S年

低群

T年

中群

T年

高・群

T年

低群

U年

中群

U年

高群

U年

教
師

Q33
本を上手に読む 平均

rD

1，411

O，111

lll冨

O310

151⑰

P，195

1，lll

n，117

1，114

O，舘1

2，lll

n，910

η勉 踊ll

P，001

鄭
0
，
l
l
l

2β95

r

lllll

戟C9駝

1β21

O，971

1211

Pβll

Q29
何でもよく知っている 平均

r
D

2，鮒l

≠撃撃P3

11“l

撃R11

1βll

P，010

2β認

O，191

2，701

O，941

1，lll

P，119

lllll

潤C1妬

ll411

O，lll

2，翅

潤C％o

1βll

盾P蜘

1211

O，llo

1211

r

η6】

O，106

Q12
時間を守る 平

均
S
D

1脚

O，113

3，011

O，141

21％5

O，151

2，910

O，121

3，llO

盾P741

1311

O，lll

lll61

O，lll

1鋤

潤Cll2

1，お1 1，lll

n，110

乳9屑

潤C剛

1，117

O1712

乳lll

n，181

Q21
姿勢がよい 平均

r
D

2，741

P1161

2β57

O，lll

2，lll

潤C％2

1，邸7

O，139

3，ll3

O1111

3211

O，脇

1，711

P，011

1，871

O1111

2，脇6

O，lll

2，149

Pβ凹

2551

O，912

1510

P，033

第31

P，611

Q23
鞘や後かたづけをきちんとする 平

均
S
D

31011

ｨ

1ρll

盾撃剣J

1，011

fo，％o

1，餌l

潤C111

3，113

･

1213

g，ll8

1β61

P，164

3，0m

潤Clll

1，哨

Pμ1

1，121

Oβlo

1，911

O311

1，131 3，00昏

O，ll3

Q14
本をよく読む 平均

rD

1，lll

潤C111

η71

O1111

2β嘱

O，164

2，lll

潤C911

3，011

O11三7

3，131

O，113

1，411

O，114

1，706

O，lll

2，lll

･

2，709

O，161

2，111 11613

O1111

乳158

O1111
第
1
因
子

Q16
忘れ物をしない 平均

rD

1細

潤C901

11911

O，112

2，113

O，％1

ll呂11

O，161

1．011・

@13

1，140

曹撃S1

2，lll

n，113

2，lll

n，912

乳η1

P1115

1，ll6

O，151

1，lll

nll61

1，117

O，161

1，llo

nllη

Q11
休まず出席する 平均

rD

2，lll

h，051

2，713

Pρ32

η21

Pμ9

21号81

P1009

3，011

Pβ81

1，911

P，loo

2，lo7　　　覧

P，011

1，lll

撃撃nl7

乳157

P，186

15⑪　

P脚

1，191

P，118

1511

P1011

1ユlo

･
Q17

よそ見をしない

鞠
S
D

1，ll9

O1111

lll31

O，IOl

llg81

O，161

lll11

O，％1

31㎝l

潤Clll

3Jl5

O，llO

1511

O1911

1，111

P，lll

乳llI

n，131

1，801

P，841

lllO9

O1910

lllll

撃撃兼co

1，lll

戟C113

Q31
てきぱきやるという行動 平

均
S
D

1，151

O，lll

1，011

O，lll

！，％l

潤C119

1，lll

潤Clll

3，加9

P，lll

3，011

O細

ηOl

撃
撃
撃
撃

llglo

盾撃兼c

1，161

P，lll

1，lll

n，121

1ρ∬

nllll

1，151

O1816

篇ll

潤C711

Q19
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?閧ｽ時、すぐにこたえる

平
均
S
D

2，916

O1119

llOll

nβ21

ll｛13

O1718

竃161

O，110

3，111

O1119

1263

O，711

1，％1

]

3，Hl

n，131

1，lll

潤C691

12乃

潤C1即

1，911

O，921

1，101

O，lll

1，711

Ojl8

Q！0
みんなをまとめる 平

均
S
D

1，llo

V

1，ll6

O£ll

lll81

O，110

1，151

･1

1，111

O，711

3211

O，9国

1，lll

奄撃盾S1

1，ηl

激ﾀll

lJll

潤Clll

1，181

Oβll

1，131

O，109

lJ12

O1151

1，乃O

潤Clll

Q20
ノートをしりかりりまとめる 平均

rD

31051

O，117

1，ll5

P，114

1231

O1111

乳1％

P，011

3，箆l

潤Cllo

1，151

O，911

1，lll

n，lll

1ユ31

P1711

3β51

O，801

3211

O，IOl

1，ll2

O，llo

1，163

O，933

3201

O，611

Q13
友達に負けないでがんばる 乎

均
S
D

1，913

O，lll

1，191

O，lll

31110

O1111

3」19

O，1∬

珊
o
，
1
2
1

3，451

O，lll

11711

P，011

3」41

O，llO

禰
0
ρ
η

1』21

O，lll

1ρll

戟Clll

lll17

堰C161

2β11

O1101

Q26
いろいろなことに顯をもり

覇
S
D

1，朋1

O1卯1

3，033

O1111

3111

O，1刀

2，116

O，916

1，111

P，117

1，111

O，蜘

1，IOl

n，119

3遡

O，916

1，119

O，1∬

1，011

O，9［1

1，110

O3∬

31010

P1010

3，117

O』12
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肝
番
号 項目内容

@　　　　　　　　　　　　し

平
均
S
D

低群

S体

中群

S体

高群

S体

低群

S年

中群

S年

高群

S年

低群

T年

中群

T年

高群

T年。

低群

U年

中群

U年

高群

U年

教
師

Q3
進んで勉強する

平
均
S
D

1β61

O1841

1，lll

戟C661

1，611

O511

3，114

P，960

3511

P1617

lllll

n，101

1βll

戟C101

1，1田

O，lll

1，711

O，111

3111

O111i

1511

O，181

31115

P1116

3，701

O531

Q2
先生の話をしんけんに聞く 平

均
S
D

1201

O，141

1511

O1111

11619

O1141

1，㎝5

P，911

1，181

O，lll

1，801

O，191

3，191

P1181

3511

f，614

3，lll

nllll

3βll

戟CIOl

31111

O1110

1591

P1601

1512

O511

Q6
予習復習をしかりりやる 平

均
S
D

31241

O，813

3511

P，611

1511

O，Ill

3，胆5

O，991

3，110

P1111

311％

nllll

3111

O，811

lj41

O1611

1，Ill

f511

lllll

n，lll

1．1％

潤C1駈

lljlo

nllll

3βll

nlll

Q15
勉強に関係することを進んで調べる 平

均
S
D

3，lll

撃
撃
撃
撃

1，lll

nlll4

11610

O1111

11㎜

Pρ31

31∬l

nll17

1，114

O1101

3，lll

撃撃X91

1519

P1111

3，111

P，lll

1511

P，191

31107

O，lll

11611

O1111

1511

O，611

Q1
よく発言する 平

均
S
D

3ρll

nll51

lllll

戟C111

1532

P1711

1，9∬

@

3β13

P，861

ll19

O，141

1，GOl

激ﾏll

1，llI

n，161

lllll・

nllgo

31171

O、lll

3，131

P脚

1β67

O，lll

lllll

盾撃撃撃

第
H
因
子

Q7
手をよくあげる 平

均
S
D

1，161

O，II8

31111

O1η1

31111

P1111

lll10

P，121

1，ll8

O，191

1β33

O，780

lllll

盾
撃
撃
撃

1，184

O1711

1，lll

戟Clll

31101

O1699

31111

O，lll

1211

O1712

3，lll

撃P611

Q18
質問をよく聞き、こたえる　　　　　・ 平

均
S
D

珈
1
β
2
1

1，lll

撃撃撃撃h

1510

O1611

llOll

nlll4

1ρ91

O1691

1511

P1101

1ρ79

O1191

11111

O1116

1，lll

nllll

1511

O1611

1βll

nllll

3，lll

撃撃撃撃h

31111

O510

Q4
意見をしりかりのべる 平

均
S
D

3111

P，815

珊
O
l
l
l
l

3，161

P1111

1，1∬

O，811

1216

O，ll8

3516

O1111

31134

P111

1571

O，199

3，507

P1119

lllll

nlll9

3βll

戟C113

lll7

P1111

1．90

O，1∬

09
集中してやる 平

均
S
D

1217

O」91

1，411

O，610

31111

P1611

1，llg

戟C131

31114

O，lll

1，lll

njl4

ll31

r

3110

O1697

1511

P，6卯

lll17

O，Ill

3ρll

nJll

1，4go

撃撃撃nl

3，lll

盾
撃
撃

Q8
わかるまでがんばる 平

均
S
D

3脚

O，196

31601

O1611

lllll

n，111

31161

O，157

11101

O1111

1，lll

nl蜘

31104

O111

1，lll

潤C611

lj41

O1110

311別

P，611

3，611

P，lll

3，lll

潤C711

3513

O1140

Q5
放課後でも鱗する 平

均
S
D

1，1〔［

潤Clll

31111

O1911

lllll

nllη

1，IO6

O，1雛

1，liO

C1，lll

31川

･

1，109

P1019

31117

Oβ16

lJ31

O．1％

31110

P1111

3脚

P，lll

1，lll

n，811

lll15

P，η1

Q32
できなくても何度も挑戦する 平

均
S
D

3，101

P，lll

11611

O，619

3，191

O512

1219

O脚

3，161

O1111

31119

P，∬1

1，311

O1913

1，151

O，1｝1

31徊

O，571

11611

O511

lll41

O1111

3β91

O，161

1511

O，lll

Q30
あきらめないで最後まで頑張る 平

均
S
D

3，4B

n，lll

1，lll

nI511

1，llg

戟C108

1，jl9

O，191

11711

P細

31了Dl

n，610

3111

fllll

3，lll

nll12

1，131

P，116

lllll

撃撃撃撃R

現
l
l
l
l
l

lll18

O311

ll！ll

n1614

Q27
一りのことにねばり強く取り組む 平

均
S
D

lJll

戟Cll5

11171

O1111

1514

O，697

1，011

O1931

瑚
0
，
8
1
1

31511

P1111

31017

O，191

1，171

O1η1

1，117

O1η1

1512

O1111

lll18

P11∬

1511

O1鰯

3細

nlllO

第
皿
因
子

Q28
自分の考えをまとめる 平

均
S
D

1，033

Oβll

lll43

O，118

lllll

nllll

1β16

O1111

3，331

P，113

lllgI

戟Clll

lllll

撃
撃
撃
撃

31111

O1131

1，199

P，lll

ll16

O1111

3，121

O，161

3111

O11∬

1201

O1101

Q22
大事なところをメモしてまとめる 平

均
S
D

3211

P、η1

11111

O1119

31116

O1111

1211

O1111

1，lll

nll61

3，151

P，651

31111

O，717

3，410

O1111

3，191

P，6η

llll

撃
撃
撃
撃

1511

O1111

ll！0

OJll

31111

O，lll

Q34
わからないところは先生に聞く 平

均
S
D

1、1：5

P1111

31019

O1111

3βll

nllll

1，816

P，016

1，011

O1131

3，llI

潤Clll

ll14

O1911

1ρll

宴ﾏ11

11318

O1齢6

31316

P1111

11111

Oβ33

3，124’

O，lll

3161

O1191

Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに注意をする

平
均
S
D

1，lll

n，119

3／11

P，lll

llll1

O，150

1，lll

h，⑪06

1，311

ｨ1

lll33

Oβ61

1310

P，lll

1細

P，109

31鱈l

盾P711

31211

O，lll

1，lll

･1

lllOl

激ﾀlo

御
l
l
l
l
lQ25

間違えたところをやりなおす 平
均
S
D

llO19

O，lll

1，101

O1脳

3260

P，lll

1，161

O，lll

1，141

ｨ1

1，163

O，819

1，861

O1111

3，Olg

潤Clll

1，214

O1113

1121

O1131

lllll

nll妬

1，lll

nllll

11111

O，lll

127



奈良岡　妙子

表3－2　低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方の比較

z
全　体 4　生 5　生 6　生

Q33 こ 低く中・

Q12 、 低く中・

Q21 ミ　｝ 低く中韓

@く高韓

Q14
印

低く高韓 低く高・第
1
因
子
Q17 ま」 低く中・

痰ｭ高・

低く中軸

Q19
あった時、 すぐにソたえる

、b　　　　こ　こロb、の　　　】

@　　　」L

　　　　ρ痰ｭ高・ 低く中鱒

痰ｭ高韓

低く中・

@＜　亭

Q10 低く中・

@＜高鱒

低く高象 低く中・

痰ｭ高・

Q20 一　　　つり 低く高・

Q26 1】　ここ口　り 低く高・ 低く中帥

@く高。。

Q3
●

低く中帥

痰ｭ高輯

低く中・

痰ｭ高韓

低く中・

痰ｭ高櫛

Q2’ の・　　　こ 低く中帥

痰ｭ高韓

低く中鱒

@く高軸

低く中鱒

@く高・

Q6 ’　　　つ、 低く中躰

痰ｭ高韓

低く中鱒

痰ｭ高韓

低く中韓

痰ｭ高脚

Q15 こ　　L　　　’・べ 低く中鴨

@く高紳

低く中鱒

@く高鱒

低く中脚

痰ｭ高輔第
H
因
子

Q1 言 低く中帥

痰ｭ高榊

低く中・

痰ｭ高脚

低く中韓

痰ｭ高韓

Q7 低く中軸

痰ｭ高韓層

低く中鱒

痰ｭ高・

低く中鱒

痰ｭ高鱒

Q18 口　　　、」こλ 低く中・

@く高鱒

低く高艸 低く中鱒

@く高騨

Q4 っ」のべ 低く中“

@〈高纏

低く中・

痰ｭ高帥

低く中帖

痰ｭ高鱒

Q9 低く中鱒

@く高韓

低く中韓

@く高鱒

低く中聯

o＜高韓

Q8 」　　“ 低く中・ 低く中・

Q5
■

低く中・

@＜高・

低く中毒

Q32 ’よ　　ロ 低く中軸

痰ｭ高艸

低く中・

痰ｭ高韓

低く中・

@く高韓

低く中・

@〈高・

Q30 bよいで　　’ 低く中鱒

痰ｭ高韓

低く中鱒

痰ｭ高鱒

低く中韓

痰ｭ高鱒

低く高・

Q27 一りL　こ 低く中韓

痰ｭ高紳

低く中。

@＜高鱒

低く中鱒

痰ｭ高鱒第
皿
因
子

Q28 のλ 低く中・

痰ｭ高韓

低く中韓

痰ｭ高鱒

低く中・

痰ｭ高・

Q22 こ 低く中・

痰ｭ高輔

低く高牌 低く中串

痰ｭ高・

Q34 、b　】こ　　こ 低く高鱒

?ｭ高帥

低く高・ 低く高・

Q24
していたらみんなに

｝　　　　　　Σ　、　、

ﾓをする
低く高鱒 低く中紳

痰ｭ高艸

低く高韓

Q25 遅λここ ま’ 低く高・ 低く高・ 低く高・

”p〈．01甲p〈．05
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学年による違いを見ると、4年生、5年生で低群に比べ、中群、高群で意欲的行動に対し、よ

り意欲的であると捉える傾向があり、6年生では、そのような傾向はあまり表れないように思

われる。自己効力の低下する6年生になると、自己効力の高低による相違はさほど表れなくな

るのではないかということが考えられる。

　また、第1因子の「規律的」より、第皿因子の「積極的」、第皿因子の「粘り強さ」におい

て、自己効力の高低による意欲的行動の捉え方に相違の表れた項目が多かった。意欲の定義か

ら考えると、「規律的」に比べ「積極的」、「粘り強さ」の方が、意欲的要素が強いと考えられ

ることから、自己効力の低い群に比べ高い群の方が、意欲的行動を積極的に捉えているのでは

ないかということが考えられる。

　（4）－2低群と高群の意欲的行動の捉え方の比較

　自己効力の高さをもとに分類した低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方の比較は（4）－1で

取り上げたが、自己効力の中群を取り除き、低群と高群の比較をすることにより、意欲的行動

に欠ける子どもと、意欲的行動で取り組む子どもの意欲的行動の捉え方におけるより大きな相

違が明らかになると考える。そこで、低群と高群の意欲的行動の捉え方の比較をするために、

t検定をし、相違が表れたものの平均値の差が0．5以上（0．5の指標を用いることにより、相違

の表れた項目が絞り込め、低群と高群の相違を取り上げるのに適当だと考えた）の差が表れた

ものの結果を取り上げる。結果は表3－3である。4年生、5年生、6年生を合わせた結果及

び6年生のみの結果においては、第1因子、第ll因子、第皿因子のいずれにおいても意欲的行

動の捉え方に相違は表れなかった。

　4年生では、第1因子「規律的」のQ19「先生から子どもたちに何らかの働きかけがあった

時、すぐにこたえる」Q21「姿勢がよい」に低群く高群、第II因子「積極的」のQ1「よく発

言する」Q2「先生の話をしんけんに聞く」Q4「意見をしっかりのべる」Q6「予習復習を

しっかりやる」Q15「勉強に関することを進んで調べる」に低群く高群、第皿因子「粘り強さ」

のQ24「先生が説明をしている時、みんなが騒がしくしていたらみんなに注意をする」Q27

「一っのことにねばり強く取り組む」Q28「自分の考えをまとめる」Q30「あきらめないで最

後まで頑張る」Q32「できなくても何度も挑戦する」に低群く高群の関係で相違が表れた。

　5年生では、第1因子「規律的」のQ26「いろいろなことに疑問をもっ」に低群く高群、第

II因子「積極的」のQ1、　Q　7「手をよくあげる」Q15に低群く高群、第皿因子「粘り強さ」の

Q24、　Q　27に低群く高群の関係で相違が表れた。

　（4）－1で述べた結果に比べ、更に、第1因子の「規律的」より、第ll因子の「積極的」、第

皿因子の「粘り強さ」において、低群より高群の方が意欲的行動に対し、意欲的であると捉え

た項目が多くなり、自己効力の高低による意欲的行動の捉え方に相違が表れた。「規律的」よ

り「積極的」、「粘り強さ」の方が、意欲的要素が強いと考えられることから、自己効力の低い

群に比べ、高い群の方が意欲的行動を積極的に捉えているのではないかということが考えられ
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る。これは、自己効力と意欲的行動が密接に関係していることを裏付けているのではないか。

　また、4年生、5年生共通でQ1「よく発言する」Q15「勉強に関することを進んで調べる」

Q24「先生が説明をしている時、みんなが騒がしくしていたらみんなに注意をする」Q27

「一つのことにねばり強く取り組む」の項目において、低い群に比べ、高い群の方が意欲的行

動であると捉えていたことから考えると、自己効力の高い群の方が低い群より、真剣に取り組

む行動を意欲的行動であると捉える傾向があるのではないかということが考えられる。

表3－3　意欲的行動の捉え方の低群と高群の比較
P

有 谷 全　体 4年生 5年生 6年生

Q21
姿勢がよい 低く高榊第

1
因
子

Q19
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?ﾁた時、すぐにこたえる

低く高騨

Q26
いろいろなことに疑問をもつ 低く高紳

Q2
先生の話をしんけんに聞く 低く高牌

Q6
予習復習をしっかりやる 低く高韓

Q15
勉強に関係することを進んで調べる 低く高輯 低く高紳

第
H
因
子

Q1
よく発言する 低く高轄 低く高韓

Q7
手をよくあげる 低く高韓

Q4
意見をしっかりのべる 低く高榊

Q32
できなくても何度も騰する 低く高脚

Q30 あきらめないで最衡で酷る 低く高僻

Q27
一っのことにねばり強く取購む 低く高暢 低く高軸

第
皿
因
子
Q28

自分の考えをまとめる 低く高輯

Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに臆をする

低く高艸 低く高韓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”p〈．01寧p〈．05

⑤　低群、中群、高群と教師との意欲的行動の捉え方の比較

　自己効力の高さをもとに分類した4年生、5年生、6年生を合わせた低群、中群、高群の意

欲的行動の捉え方と教師の意欲的行動の捉え方の相違を明らかにするために分散分析した結果

が表4－1である。低群と教師との意欲的行動の捉え方の比較では、第II因子の「積極的」に

は相違は表れず、第1因子「規律的」のQ26「いろいろなことに疑問をもつ」に低群〉教師、

第皿因子「粘り強さ」のQ25「間違えたところをやりなおす」に低群く教師の関係で相違が表

れた。

　中群と教師との意欲的行動の捉え方の比較では、第1因子「規律的」のQ13「友達に負けな

いで頑張る」に中群〉教師、第ll因子「積極的」のQ5「放課後でも勉強する」に中群〉教師、

第皿因子「粘り強さ」のQ30「あきらめないで最後まで頑張る」に中群〉教師の関係で相違が

表れた。

　高群と教師との意欲的行動の捉え方の比較では、第1因子「規律的」のQ13に高群〉教師、

第ll因子「積極的」のQ4「意見をしっかりのべる」Q5に高群〉教師、第皿因子「粘り強さ」
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のQ24「先生が説明している時、みんなが騒がしくしていたらみんなに注意する」Q30に高

群〉教師の関係で相違が表れた。

　4年生の低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方と教師の意欲的行動の捉え方の相違を明ら

かにするために分散分析した結果が表4－2である。低群と教師との比較では、第1因子「規

律的」のQ11「休まず出席する」Q13に低群〉教師、第II因子「積極的」のQ2「先生の話を

しんけんに聞く」Q3「進んで勉強をする」に低群く教師の関係で相違は表れたが、第皿因子

「粘り強さ」には相違は表れなかった。中群と教師との比較では、第1因子「規律的」のQ11、

Q13、　Q　21「姿勢がよい」Q33「本を上手に読む」に中群〉教師、第ll因子「積極的」のQ5

に中群〉教師、第m因子「粘り強さ」のQ24、　Q　30に中群〉教師の関係で相違が表れた。高群

と教師との比較では、第1因子「規律的」のQ11、　Q　13、　Q　19「先生から子どもたちに何らか

の働きかけがあった時、すぐにこたえる」Q21に高群〉教師、第ll因子「積極的」のQ1「よ

く発言する」Q4、　Q　5に高群〉教師、第皿因子「粘り強さ」のQ24に高群〉教師の関係で相

違が表れた。

　5年生の低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方と教師の意欲的行動の捉え方の相違を明ら

かにするために分散分析した結果が表4－3である。低群と教師との比較では、第1因子「規

律的」のQ26に低群〉教師の関係で相違は表れたが、第II因子「積極的」、第皿因子「粘り強

さ」には相違は表れなかった。中群と教師との比較では、第1因子「規律的」のQ13に中群〉

教師、第皿因子「積極的」のQ5に中群〉教師、第皿因子「粘り強さ」のQ30に中群〉教師の

関係で相違が表れた。高群と教師との比較では、第1因子「規律的」には相違は表れず、第H

因子「積極的」のQ1、　Q　4、　Q　5に高群〉教師、第皿1因子「粘り強さ」のQ24、　Q　30に高群

〉教師の関係で相違が表れた。

　6年生の低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方と教師の意欲的行動の捉え方の相違を明ら

かにするために分散分析した結果が表4－4である。低群と教師との比較では、第1因子「規

律的」のQ19に低群〉教師、第II因子「積極的」のQ4、　Q　5に低群〉教師、第皿因子「粘り

強さ」のQ30に低群〉教師の関係で相違が表れた。中群と教師との比較では、第1因子「規律

的」のQ13に中群〉教師、第ll因子「積極的」のQ4、　Q　5に中群〉教師、第III因子「粘り強

さ」のQ30に中群〉教師の関係で相違が表れた。高群と教師との比較では、第1因子「規律的」

には相違は表れなかったが、第ll因子「積極的」のQ4、　Q　5に高群〉教師、第皿因子「粘り強

さ」のQ30に高群〉教師の関係で相違が表れた。

　意欲的行動の捉え方において、自己効力の低い群に比べ高い群の方が、教師と相違が表れた。

これは、鈴木・齋藤（1996年）を踏まえた仮説3を支持しない結果となった。このような結果

になった理由として、鈴木・齋藤では、調査対象を児童生徒としており、また、成績の自己評価

という達成後の判断により分類された上位群、下位群と教師との比較をおこなっているのに対

し、本研究では、調査対象を児童のみに絞ったことや、自己効力の高低という心理的側面から
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意欲的行動を捉え、低群、高群に分類し検討したという調査対象及び方法の違いが考えられる。

　自己効力の高低をもとに分類した低群、中群、高群と教師との意欲的行動の捉え方の相違を

検討した本研究では、低群に比べ高群の方が、教師と相違が表れた。表3－1の意欲的行動の

捉え方の平均とSDの値を見ると、低群より中群、中群より高群と自己効力が高い群になるに

従い高い値を示し、特に高群において高い値を示す項目が多かった。これに比べ、教師は低群

と値が同程度で低かった。このことから考えると、高群は意欲的行動に対し教師と比べ、意欲

的であると捉える傾向が強く、教師は低群同様、意欲的行動に対し消極的に捉える傾向がある

のではないか。この意欲的行動の捉え方の違いが、高群と教師の相違として表れたのではない

かということが考えられる。意欲的行動の捉え方の値が同程度の低群と教師の間には、高群と

教師ほど相違は表れなかったのではないか。

　また、分散分析の結果と平均、SDの値から考えると、積極的に課題に取り組み、やる気が

あると考えられる自己効力の高い児童は、教師に比べ意欲的要素が弱いと考えられる行動に対

しても意欲的であると捉える傾向があり、教師は意欲的要素の強い行動にのみ注目する傾向が

あり相違として表れたのではないかということが考えられる。

　児童全体と教師の比較では、人数的に違いがあり統計上、相違を検討するには無理があるよ

うに思われる。そこで、各群と教師の間で相違の表れた項目に着目し、その平均とSDの値の

比較で考察した。

　児童側の値が高かった項目のQ4「意見をしっかりのべる」Q24「先生が説明をしている時、

みんなが騒がしくしていたらみんなに注意をする」、教師側の値が高かったQ26「いろいろな

ことに疑問をもっ」やQ25「間違えたところをやりなおす」に見られるように、児童は、真面

目で規律的な行動も意欲的行動であると捉える傾向があり、教師は、意欲の定義にあるような

目標に価値を置き、積極的で粘り強い、意欲的要素の強い行動のみを重んじる傾向があるので

はないかということが考えられる。

　　　　表4－1　低群、中群、高群と教師の意欲的行動の捉え方の比較（全体）

因子 番号 項目内容 低群×教師 中群×教師 高群x教師

Q13
雄に負けないでがんばる

中〉教韓 高〉教榊

1 Q26 いろいろなことに顯をもつ 低〉教・

Q4
意見をしっかりのべる

高〉教・

H Q5 放課後でも勉強する
中〉教韓 高〉教紳

Q30
あきらめないで最後まで頑張る

中〉教辮 高〉教鱒

皿 Q24 先生が説明をしている除みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに注意をする

高〉教・

Q25
間違えたところをやりなおす

低く教・

寧宰P〈．01　串P〈．05
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低群、中群、高群と教師の意欲的行動の捉え方の比較（4年生）

因子 番号 項目内容 低群x教師 中群×教師 高群×教師

Q33
本を上手に読む 中〉教・

Q21
姿勢がよい 中〉教聯 高〉教錦

1 Qll
休まず出席する 低〉教・ 中〉教＊ 高〉教・

Q19
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?ﾁた時、すぐにこたえる

高〉教寧

Q13
友達に負けないでがんばる

低〉教躰 中〉教纏 高〉教桝

Q3
進んで勉強する

低く教零

Q2
先生の話をしんけんに聞く 低く教傘

H Q1 よく発言する 高〉教・

Q4
意見をしっかりのべる 高〉教韓

Q5
放課後でも勉強する 中〉教騨 高〉教絆

Q30
あきらめないで最後まで頑張る 中〉教寧

皿 Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに注意をする

中〉教寮 高〉教宰

寧申 o＜．01　麟Pぐ05

表4－3　低群、中群、高群と教師の意欲的行動の捉え方の比較（5年生）

因子 番号 項目内容 低群x教師 中群x教師 高群x教師

1 Ql3
友達に負けないでがんぱる

中〉教牌

Q26
いろいろなことに疑問をもつ

低く教牌

Q1
よく発言する

高〉教榊

H Q4 意見をしっかりのべる 高〉教争

Q5
放課後でも勉強する

中〉教宰 高〉教皐

Q30
あきらめないで最後まで頑張る

中〉教掌 高〉教率

皿 Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに注意をする 高〉教鱒

零寧P〈．01　傘P〈．05

表4－4　低群、中群、高群と教師の意欲的行動の捉え方の比較（6年生）

因子 番号 項目内容 低群×教師 中群×教師 高群×教師

1

Q19
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?ﾁた時、すぐにこたえる
低〉教零

Q13
友達に負けないでがんばる

中〉教寧

H Q4 意見をしっかりのべる
低〉教摩 中〉教牌 高〉教騨

Q5
放課後でも勉強する

低〉教・ 中〉教率 高〉教串

皿 Q30 あきらめないで最後まで頑張る 低〉教寧 中〉教榊 高〉教鴨

寧申Pぐ01　窄Pぐ05
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（6）自己効力の性差

　自己効力の性差を明らかにするために、t検定をした結果が表5である。4年生、5年生、

6年生を合わせたQ2「読んだ本や聞いた話の内容を理解して、人にきちんと伝えることがで

きる」Q7「勉強で覚えなければいけないことは、きちんと覚えることができる」Q8「勉強

のことで理解が遅いと思うことがある」に男子く女子、Q3「大切なテストを受ける時は、失

敗しそうな気がする」Q13「授業中、あてられても、先生の質問に上手く答えられる自信が

ない」に女子く男子の関係で相違が表れた。

　4年生では、Q1「難しい問題でも、自分で参考書を調べたり、先生に聞いたりして、たい

ていとくことができる」Q7に男子く女子、5年生では、　Q　2に男子く女子、6年生では、　Q　8

に女子く男子、Q2に男子く女子の関係で相違が表れた。

表5　自己効力の性差表

項　目　内　容 全　体 4年生 5年生 6年生
Q1：難しい問題でも、自分で参考書を調べたり、先生

ﾉ聞いたりして、たいていとくことができる

男く女・

Q2：読んだ本や聞いた話の内容を理解して、人にき

ｿんと伝えることができる

男く女樽 男く女牌 男く女・

Q3：大切なテストを受ける時は、失敗しそうな気が

ｷる

男〉女・

Q7：勉強で覚えなければいけないことは、きちんと

oえることができる

男く女韓 男く女・

Q8；勉強のことで、理解が遅いと思うことがある 男く女纏 男〉女騨

Q13：授業中、あてられても、先生の質問に上手く答

ｦられる自信がない

男〉女・

ホ’ゾティプ，ネガティブ項目に関係なく不等号の向きで自己効力の高低を表す ，，Pく．Ol　■Pく．05

　相違の表れた項目は少ないが、男子よりも女子の方に自己効力の高い項目が若干多く表れ

た。松田・鈴木（1990年）においても全般に、男女間ではっきりした相違が表れなかったこと

や、学習場面における自己効力の性差を扱った研究が少ないことから、男子と女子のどちらの

方が、自己効力が高いとは言い難いが、本研究の結果から考えると、Q3、　Q　13において女子

に比べ男子の方が自己効力が高く、Q2、　Q　7、　Q　8において男子に比べ女子の方が自己効力

が高いことから考えると、男子は女子に比べて、積極的に取り組むことにおいて、自己効力が

高く、女子は男子に比べて、真面目に取り組むことにおいて自己効力が高いのではないかとい

うことが考えられる。
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（7）意欲的行動の捉え方の性差

　意欲的行動の捉え方の性差をt検定した結果が表6である。4年生、5年生、6年生を合わせ

た第1因子のQ10「みんなをまとめる」Q19「先生から子どもたちに何らかの働きかけがあっ

た時、すぐにこたえる」に男子く女子、Q11「休まず出席する」に男子〉女子、第ll因子の

Q1「よく発言する」Q2「先生の話をしんけんに聞く」Q3「進んで勉強する」Q4「意見を

しっかりのべる」Q6「予習復習をしっかりやる」Q8「わかるまで頑張る」Q15「勉強に関

係するすることを進んで調べる」Q18「質問をよく聞き、こたえる」に男子く女子、第皿因

子のQ22「大事なところをメモしてまとめる」Q24「先生が説明をしている時、みんなが騒

がしくしていたらみんなに注意をする」Q27「一つのことにねばり強く取り組む」Q28「自

分の考えをまとめる」Q30「あきらめないで最後まで頑張る」Q32「できなくても何度も挑

戦する」に男子く女子の関係で相違が表れた。

　4年生では、第1因子のQ14「本をよく読む」に男子く女子、第皿因子のQ1、　Q　2、　Q　3、

Q4、　Q　6、　Q　7「手をよくあげる」Q15に男子く女子の関係で相違は表れたが、第皿因子に

は相違は表れなかった。

　5年生では、第1因子のQ10、　Q　14、　Q　19、　Q　31「てきぱきやるという行動」に男子く女

子、Q33「本を上手に読む」に男子〉女子、第皿因子のQ4、　Q　5「放課後でも勉強する」Q9

「集中してやる」Q15に男子く女子、第皿因子のQ22、　Q　24、　Q　25「間違えたところをやり

なおす」Q32、　Q　28に男子く女子の関係で相違が表れた。

　6年生では、相違の表れた項目はなかった。

　4年生、5年生では、男子く女子の関係で相違の表れた項目は多かったが、6年生では全く

表れなかった。自己効力が密接に関係すると考えられる意欲的行動の捉え方において、6年生

では、性差が全く現れなくなるのは、6年生は、自己効力がかなり低下することから、意欲的

行動の捉え方においても性差は表れなくなるのではないかということが考えられる。

　男子より女子の方が意欲的であると捉える項目が多かったことから、男子に比べ女子の方が、

意欲的行動を積極的に意欲的であると捉える傾向があるのではないかということが考えられる。

　また、女子は男子に比べ、意欲的行動全体において、意欲的であると捉える項目が多かった

ことや、男子が女子に比べ、意欲的であると捉えたQ11「休まず出席する」Q33「本を上手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆに読む」から考えると、女子は、あらゆる行動において意欲的であると捉える傾向があるのに

対し、男子は、真面目に取り組む行動においても、意欲的であると捉える傾向があるのではな

いかということが考えられる。
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表6　意欲的行動の捉え方の性差

因子 項目内容 全体 4年生 5年生 6年生

Q33
本を上手に読む 男〉女亭

Q14
本をよく読む 男く女零 男く女紳

Q11
休まず出席する 男〉女寧

第
1
因
子

Q31
てきぱきやるという行動 男く女牌

Ql9
先生から子どもたちに何らかの働きかけが

?ﾁた時、すぐにこたえる

男く女串 男く女串

Q10
みんなをまとめる 男く女紳 男く女轟

Q3
進んで勉強する 男く女韓 男く女紳

Q2
先生の話をしんけんに聞く 男く女・ 男く女鱒

Q6
予習復習をしっかりやる 男く女串 男く女。

Q15
勉強に関係することを進んで調べる 男く女紳 男く女・ 男く女韓

Q1
よく発言する 男く女牌 男く女・

第
H
因
子

Q7
手をよくあげる 男く女林

Q18
質問をよく聞き、こたえる 男く女廓

Q4
意見をしっかりのべる 男く女艸 男く女・ 男く女韓

Q9
集中してやる 男く女宰

Q8
わかるまで頑張る 男く女事

Q5
放課後でも勉強する 男く女・

Q32
できなくても何度も挑戦する 男く女轄 男く女榊

Q30
あきらめないで最後まで頑張る 男く女牌

Q27
一つのことにねばり強く取り組む 男く女申

第
皿
因
子
Q28

自分の考えをまとめる 男く女準 男く女畢

Q22
大事なところをメモしてまとめる 男く女・ 男く女寧

Q24
先生が説明をしている時、みんなが騒がしく

ｵていたらみんなに注意をする

男く女林 男く女牌

Q25
間違えたところをやりなおす 男く女寧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疇零pく．｛〕1’p〈．05

4．総括

　学習場面において、意欲的行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたちが存

在するが、いかなる子どもたちも意欲的行動で学習場面に取り組むことができるように働きか

けることは、学校教育での重要な課題ではなかろうか。しかし、「意欲」の客観的な指標がな

いのが現状で、「意欲」の客観的な指標の必要性を感じる。意欲的行動に欠ける子どもたちは、

どのような行動を意欲的であると捉えているのか、意欲的行動で取り組む子どもたちは、どの

ような行動を意欲的であると捉えているのか、また、教師の考える意欲的行動とはどのような

行動なのかを明確にすることは、より具体的な「意欲」の指標になり得るのではないかと考え
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た。そこで、意欲的行動に欠ける子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたち及び教師の意

欲的行動の捉え方の相違を明らかにすることを本研究の目的とした。また、意欲的行動に欠け

る子どもたちと意欲的行動で取り組む子どもたちの分類には、心理的側面（自己効力）からの分

類が適当ではないかと考え、自己効力の高低を用いて検討し、その発達的変化も検討した。

　自己効力の発達的変化では、4年生は他の学年より自己効力が高い結果となった。4年生と

6年生との間に4年生の方が6年生より自己効力が高いという項目が若干多かったことから、

4年生をピークに5年生頃から低下し、6年生ではかなり低下していくのではないかというこ

とが考えられ、松田・鈴木らの一連の研究及び仮説1を支持する結果となった。年齢が増加する

にっれ、幼児期の全能感が低下していき、4年生から5年生にかけては、塾に通う割合が急増し

たり他者から評価される機会が増えて、それまでの評価は修正に迫られるからではなかろうか。

　自己効力の低群、中群、高群の意欲的行動の捉え方の比較では、自己効力の低群に比べ高群

の方が、意欲的行動に対し積極的に意欲的であると捉えており、これは、自己効力と意欲的行

動が密接に関係していることを裏付け仮説2を支持する結果となった。また、自己効力の低群

に比べ高群の方が、真剣に取り組む行動を意欲的行動であると捉える傾向があるのではないか

ということが考えられる。

　自己効力の低群、中群、高群と教師との意欲的行動の捉え方の比較では、自己効力の低群に

比べ高群の方が、教師と相違が表れ、仮説3を支持しない結果となった。このような結果になっ

た理由として、鈴木・齋藤（1996年）では、調査対象を児童生徒とし、また、成績の自己評価

という達成後の判断により分類された上位群、下位群と教師との比較をおこなっているのに対

し、本研究では、調査対象を児童のみに絞ったことや、心理的側面から意欲的行動を捉えるた

めに、自己効力の高低をもとにして低群、高群に分類し検討したという調査対象及び方法の違

いが考えられる。

　自己効力の低群に比べ高群の方が、教師との意欲的行動の捉え方において相違が表れた。低

群より中群、中群より高群と自己効力が高い群になるに従い、積極的に意欲的であると捉えて

おり、教師は、消極的に捉える傾向があり、この意欲的行動の捉え方の違いが、高群と教師の

相違として表れたのではなかろうか。意欲的行動の捉え方が3群の中でも消極的な低群と教師

の間には、高群と教師ほど相違は表れなかったのではなかろうか。また、積極的に課題に取り

組み、やる気があると考えられる自己効力の高い児童は、教師に比べ意欲的要素が弱いと考え

られる行動に対しても意欲的であると捉える傾向があり、教師は意欲的要素の強い行動にのみ

注目する傾向があり相違として表れたのではないかということが考えられる。

　児童全体と教師との比較は、児童は、真面目で規律的な行動も意欲的行動であると捉える傾

向があり、教師は、意欲の定義にあるような目標に価値を置き、積極的で粘り強い、意欲的要

素の強い行動のみを重んじる傾向があるのではないかということが考えられる。

　しかし、児童への評価や、やる気を伸ばす教育的効果を考えると、この相違を埋めていく教
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師の働きかけが必要なのではないかと考える。そのことは、意欲的行動に欠ける子どもたちと

意欲的行動で取り組む子どもたち及び教師の意欲的行動に対する意識が、相互的に接近する方

向へと向かい、その結果、いかなる子どもたちも意欲的行動で学習場面に取り組むことができ

るようになることへ繋がっていくのではないかと考える。
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